筆記課題
筆記課題
「生産管理の基礎」
	１　作業時間

　　
50分

２　配付資料


問題用紙，解答用紙

３　注意事項

１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

２）問題用紙に入所年月、番号、氏名を記入してください。

３）テキスト、ノート等の資料は参照可です。

４）電卓は使用可です。

５）パソコンの使用、インターネットの閲覧は、不可です。

６）試験中質問があるときは挙手してください。

７）解答用紙のみを回収します。



１．次の文章の（　）に適当な文字を入れよ。

ア）生産管理とは、生産をQCD、つまり「品質」、「（①）」、「（②）」の観点から管理するものである。
イ）生産に必要な４要素（４M）とは、「人」、「（③）」、「（④）」、「（⑤）」のことである。

２．次の文章を読み、あてはまる５Ｓの用語を答えよ。 

① 「毎日、床に落ちている油汚れを拭いている」
② 「捨ててよいものと保管しておくものの区別をするために、ルールを作り守るようにした」

③ 「材料倉庫の中で不要なものを廃棄した」 

④ 「工具を取りやすいように並べて立てておくことにした」
３．次の文章は「ECRS」の原則に関する記述である。あてはまる頭文字とその頭文字のあらわす日本語を記述せよ。
①　切削工程が２回出てきたので、その作業を同時に行えるようにした。 

②　材料の入荷場所を変更したため、その運搬工程が省略できた。

③　加工工程の順序を変更することで作業の効率が向上した。 

④　複雑な検査工程を細かく分析したところ、単純な工程に改善できた。  
４．生産方式に関する記述として、最も適切なものはどれか。適切なものを下欄から選べ。

①　個々の注文に応じて、その都度１回限りの生産を行う形態
②　製品ごとにある数量でグルーピングし、その数量単位で生産を行う形態 

③　同一の製品を一定期間続けて生産する形態
④　顧客が定めた仕様の製品を生産者が生産する形態
⑤　生産者が市場の需要を見越して企画・設計した製品を生産する形態
	ア）
	受注生産
	イ）
	ロット生産
	ウ）
	連続生産

	エ）
	見込み生産
	オ）
	個別生産
	カ）
	モジュール生産


５．セル生産方式に関する記述として、適切なものをすべて選べ。 

①　セル生産方式は、１人または数人の作業者が、組立から検査までの全工程を担当する。
②　セル生産方式は、１人生産方式(屋台生産方式)とU字ライン生産方式がある。
③　セル型レイアウトでは、類似機械がまとめて配置される。 

④　セル生産方式は、多能工を必要としない。 

⑤　セル生産方式は、高価な設備が必要な場合に適している。
６．ある製品を１個流し生産方式で生産している。そのラインには５つの工程があり、各工程にかかった作業時間はそれぞれ、１２分、１５分、９分、１１分、１３分である。 また、このラインは１６分間隔で仕掛品が次の工程に進む。 ライン編成効率を求めよ。
７．トヨタ生産方式の７つのムダの中で、最悪のムダといわれているものは何か。

８．次の文章より「動作経済の原則」に関するものは○、そうでないものは×をつけよ。 
①　道具類を作業者の近くに配置し、使いやすくした。
②　部品箱に入っているものを分かりやすく表示した。 

③　重力を使って製品を流すようにした。
④　１つの治工具で2役以上できる工具を使うようにした。 

⑤　機械に手が挟まれないように、センサーを取り付けた。 

９．次の表は生産計画と生産統制の対応をあらわしたものである。（　）にあてはまる適当な用語を記入せよ。
	生産計画
	
	生産統制

	日程計画
	→
	（　①　）管理

	材料、部品計画
	→
	（　②　）管理

	（　③　）計画
	→
	余力管理


10．次のアローダイアグラムのクリティカルパスはどれか？下の選択肢から選べ。

　　＜解答欄＞

　　　　　ア）　Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｇ
　　　　　イ）　Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｇ
　　　　　ウ）　Ａ→Ｄ→Ｆ→Ｇ

　　　　　エ）　Ａ→Ｅ→Ｆ→Ｇ

１１． 製品Xの部品構成表は下図のとおりである。（　　）内の数字は、親に対する必要な部品の個数を示している。在庫部品はない。製品Xを5個生産するために必要な部品m、nの数量をもとめよ。


１２．次の説明文にあてはまるものを解答欄から選び、（ア）～（ト）の記号を記入せよ。

①　ある期間の生産計画に対して、どのような資材(部品)をいつ、どのくらい必要であるかという計画を作成すること。
②　1～3ヶ月程度の計画のことで、在庫計画、人員計画、設備計画、外注計画などを作成する。
③　必要な物を、必要な時に、必要なだけ、前工程から引き取るやり方である。前工程は引き取られた分だけ補充して生産する。
④　機械や装置の時間経過に伴う故障率の変化を表示したグラフのこと。時間の経過により初期故障期、偶発故障期、摩耗故障期の3つに分けられる。
⑤　金型交換のような、機械を止めなければ実施できない段取りのこと。
⑥　同じ種類の機械が１箇所に集中された形で配置されているレイアウト方式のこと。
⑦　材料から製品に至る一連の流れを記号を使い、分析することで問題点を抽出し、工程全体の改善設計を図る手法のこと。
⑧　作業者が行なうすべての動作を調査・分析し、作業する人間の身体動作、目の動きを分析し、非効率な動作の排除、動作の組換などから最適な作業方法を求めるための手法のこと。
⑨　あらかじめ観測時刻を設定し作業内容をリストアップしておき、その時刻に観測対象が何をしているかをチェックして記録する方法のこと。瞬間観測法とも言う。
⑩　システムやコンピュータが故障し、回復してからまた故障するまでの時間のこと。システムの信頼性を示す基準のひとつであり、平均値で表現する。
　　＜解答欄＞
　　（ア）ＢＯＭ　　（イ）連続観測法　（ウ）大日程計画　　（エ）ワンタッチ段取り

（オ）小日程計画　　（カ）後工程引取方式　　（キ）ＭＴＢＦ　　（ク）ＭＲＰ

（ケ）バスタブ曲線　　（コ）内段取り　（サ）外段取り　　（シ）シングル段取り　　　（ス）フロー型レイアウト　（セ）動作研究　（ソ）中日程計画　（タ）ＭＴＴＲ

（チ）ジョブショップ型レイアウト　　（ツ）押出方式　　（テ）工程分析
（ト）ワークサンプリング　　
１３．次の文章は、購買管理の5原則である。（）に適当な言葉を入れよ。
　　　①　適正な（　　　　　　）から購入する。
　　　②　適正な（　　　　　　）のものを購入する

　　　③　適正な（　　　　　）だけ購入する

　　　④　適正な（　　　　　）で購入する

　　　⑤　必要な（　　　　　）に購入する

１４．次の文章のうち、「定量発注方式」について、最も不適切なものはどれか。 
（ア）ABC 分析におけるB・C グループ商品よりも、A グループの商品に向いている。 

（イ）需要変動が小さく、調達期間の短い商品に向いている。 

（ウ）単価の安く、共通の部品等に向いている。 

（工）定期発注方式に比べて、購買費用や管理の手間を省くことができる。
１５．定期発注方式における発注量を決める式である。空欄に最も適切なものの組み合わせを下記の解答群選べ。

発注量＝（調達期間＋発注間隔）中の予測需要量　－　発注残　－【 A 】　＋【 B 】 

＜解答欄＞
（ア） 【 A 】： 安全在庫量 　【 B 】：  手持在庫量 

（イ） 【 A 】： 引当残 　　　【 B 】：  安全在庫量 

（ウ） 【 A 】： 手持在庫量　 【 B 】：  安全在庫量 

（エ） 【 A 】： 引当残 　　　【 B 】：  手持在庫量 

（オ） 【 A 】： 安全在庫量   【 B 】：  引当残
１６．在庫管理におけるABC 分析に関する記述について、適切なものはどれか。 

（ア）定期発注方式では、経済的発注量を決めることが大切である
（イ）ABC分析は重点分析とも呼ばれ、たくさんある製品をまんべんなく管理するのではなくメリハリをつけて管理していこうというものである。 

（ウ）ABC 分析ではC 品目を最も重点的に管理しなければならない。

（エ）B品目に対しては、ダブルビン方式をとるのが最適である。

（凡例）
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